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研究成果の概要： 

本研究は、まずイチゴ 23 品種の果実の香りの特徴を明らかにするために、パネリストによ

る直接鼻で嗅いだ時および咀嚼時のイチゴ果実全体の香りの印象とにおい特性の評価を行

なった。次に、それら品種の中から特徴的な香気有する品種 7品種を用いて、イチゴ品種に

共通して存在し、イチゴの香りのベースとなる香気成分（共通香気成分）と、品種の香りを

特徴付ける香気成分（特徴香気成分）を決定し、これら香気成分の標準品を用いて各イチゴ

品種の香りを再現・検証するため、「PorapakQ カラム抽出・濃縮法によるイチゴ果実揮発性

成分の分析」、「Aroma Extract Dilution Analysis（AEDA）・Aroma Extract Dilution‐Strip 

Analysis（AED‐SA）による香気成分の評価」並びに「標準品を用いたイチゴ香気の再現と

検証」を行った。結果は、全７品種から揮発性成分を 160 成分同定し、香気成分を 98 成分

感知した。98 成分中、品種共通香気成分であり、香りのベースとなる香気成分（重要香気成

分）は、綿菓子様の甘い香りを有する Franeol、カンキツの香りを有する Linalool、草様や

カメムシ様など青臭いにおいを有する cis-2-nonenal、trans,cis-2,6-nonadienal、モモや

ココナッツミルクなどのラクトン系香気を有する gamma-decalactine、gamma-dodecalactine、

汗のにおいを有する 2-methyl butanoic acid、金属・ガス臭のにおいを有する香気成分（未

同定）、並びに汗のにおいを有する香気成分（未同定）、の９成分を確定した。また、重要な

品種特徴香気成分は 23 成分を確定した。 

 以上の実験結果を基に標準品を用いて香りを再現し、抽出液と比較・検証した結果、とよ

のか、久留米 IH1 号及びペチカは香りの印象や類似度が高く、再現が可能であることが判明

した。 
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１．研究開始当初の背景 

野菜や果物の品質要素において、香りは重

要な位置を占めており、栽培方法や成熟度に

よって大きく変動することが知られている。

一般的には香料・香粧としての研究や実用場

面があるものの、その分析法や評価法の難し

さから、農業部分野での研究はほとんど進ん

でいない。 

一方、野菜や果物の中でもイチゴ果実の香

りは特に重要な品質要素であり、香りが良く

しかも香りの強い品種の育成が消費拡大と、

さらには世界的に普及する品種を育成する

上で課題となっている。全国的にも数多くの

イチゴ品種が育成されており、香りもそれぞ

れ特徴を持っている。 

ところで、イチゴ果実の香りは、甘い香り

の他に酸っぱいにおいや青臭いにおい、花様

の香りや果実様の香りなど、様々な香気が加

わることで構成されており、これまでに 360

以上の揮発性成分の存在が報告されている。

しかし、これら一連のイチゴ香気の解析は欧

米の品種が基になっており、世界的に極めて

香りが高く高品質である我が国の品種での

解析はほとんどないのが現状である。 

また、イチゴの香りは一般消費者に間では

極めて好まれており、生食のみならず加工食

品としてもその用途は広く、イチゴ香気の成

り立ちを明らかにし、できればイチゴの交配

親から育成品種の香りやイチゴ加工品を作

成する上で、一般的に幾つかの品種をブレン

ドして原料とするが、その香りを予測するシ

ステムを構築できれば実用的にも極めて有

用と考えられる。 

併せて、イチゴの香気成分は、アルコール

類、アルデヒド類、エステル類などの含酸素

化合物どの成分が報告されているが、いずれ

も蒸留法あるいはヘッドスペース法に基づ

くため、香気成分の変質はもとより成分の採

集･回収幅が狭く、香りの全体像の把握や品

種間の香気特性比較は不可能であった。当研

究代表者はこれまで植物香気成分の抽出・定

量法の改良やメロン果実の成熟や追熟に伴

う香気成分の変動解析に取り組んでおり、植

物の香り成分の非加熱回収･濃縮法の開発と

共に、園芸作物の発育並びに生産技術と香り

形成との関係を明らかにしつつあり、本研究

課題のイチゴ香気に関する研究を進める体

制ができている。 

２．研究の目的 

本研究は、イチゴ主要品種果実の香りの違

いを形成する香気成分とイチゴ香気に共通

する基本香気成分を明らかにし、イチゴの香

りの成り立ちを解明することを目的とした。

また、成果を反証するために、解析結果を基

にしたイチゴの香りの再現を試みる。学術的

には香りの成り立ちを明らかにすることで

あるが、一連の成果はイチゴの交配親からの

育成品種の香りを明らかにし香り豊かなイ

チゴ品種への交雑育種の効率化と生産技術

の開発に道を拓くものとなる、さらには農



学分野に野菜や果物の香気成分に関する研

究領域を拡げるものとなる。 

 

３．研究の方法 

 

（１） 供試品種の香気成分のパネル評価 

供試験材料として宝交早生、濃姫、さつまお

とめ、とよのか、アスカルビー、あまおう、

さちのか、久留米 58 号、ピーストロ、さが

ほのか、章姫、紅ほっぺ、北の輝、ベルルー

ジュ、盛岡 32 号、盛岡 29 号、女峰、栃姫、

栃木 17、栃木 18、ペチカ、とちおとめ、栃

の峰の 23 品種を用いた。 

各果実の香りの特徴を明らかにする為に、

7 名のパネリストによる各品種の果実を鼻で

嗅いだ時および咀嚼時のイチゴ果実全体の

香りの印象とにおい特性の評価を 16 項目 7

段階両極尺および 5段階単極尺度による官能

評価法で行った。 

（２） 香気成分の抽出・濃縮法 

イチゴ果実の咀嚼した場合の香気成分を

ポーラパック Q法を用いての香りを抽出・濃

縮する。上記 23 品種果実から代表的もしく

は特徴的な香りを有する、とよのか、久留米

58 号、北の輝、ベルルージュ、女峰、栃姫、

ペチカ、とちおとめの 7品種の供試材料とし

た。 

（３） 香気成分の同定と定量 

上記 7品種の果実香気濃縮物に含まれる揮

発性成分を、ＧＣ－FID・FPD と FPD 検出器付

き、並びにＧＣ－MS によって定量・同定し、

各品種の香気に含まれる揮発成分の種類と

その含量を明らかにした。 

（４） すべてのイチゴ品種の果実香気を形 

成する共通主要成分、すなわちイチゴ果実の

香りを形成する基本成分（この成分があれば

イチゴの香りとして認識できる）と品種の香

りを特徴付ける香気成分を明らかにするた

め、上記 7品種の果実香気濃縮物に含まれる

揮 発 性 成 分 を 、 Ｇ Ｃ － Ｏ （ Gas 

Chromatography-Olfactometry）でのＡＥＤ

Ａ（Aroma Extract Dilution Analysis）希

釈分析法でアロマグラフを作成し、それぞれ

品種果実の香りを形成している香気成分の

種類と匂い特性並びに寄与度を明らかにす

るとともに、におい紙でのＡＥＤＡにより各

品種の香りの特徴や強度を評価し、共通主要

成分と品種を特徴付ける成分を決定した。 

（５） イチゴ品種の香りの再現 

  香気成分の票品を用いて、イチゴ品種別

果実香気の解析結果を基に香気成分の種類

と調合割合を決定し、イチゴ果実香気を再現

を試みた。再現のパネル評価は、前年度のパ

ネル調査と同様の方法を用いて実施し、再現

香気のガスクロマトグラム並びに官能評価

値と香気の再現の基になった品種香気のガ

スクロマトグラム並びに官能評価値との間

の多変量解析法を用いたパターン類似率を

検討し、再現香気の類似度を明らかにした。 

（６）上記の実験によって、イチゴの香りを

構成する香気成分の種類とその寄与度並び

に含有量を明らかにすることにより、イチゴ

果実の香りの成り立ちを考察した。  

 

４．研究成果 

 

本研究では、イチゴ品種に共通して存在し、

イチゴの香りのベースとなる香気成分（共通

香気成分）と、品種の香りを特徴付ける香気

成分（特徴香気成分）を決定し、これら香気

成分の標準品を用いて各イチゴ品種の香り

を再現・検証することにより、各イチゴ品種

の香りの成り立ちを明確にするため、

「PorapakQ カラム抽出・濃縮法によるイチゴ

果実揮発性成分の分析」、「Aroma Extract 

Dilution Analysis（AEDA）・Aroma Extract 



Dilution‐Strip Analysis（AED‐SA）によ

る香気成分の評価」並びに「標準品を用いた

イチゴ香気の再現と検証」を行った。供試 23

品種から、主要品種や特徴香気を有する７品

種を選び、実験を行なった。全７品種から揮

発性成分を 160 成分同定し、香気成分を 98

成分感知した。98 成分中、品種共通香気成分

であり、香りのベースとなる香気成分（重要

香気成分）は、綿菓子様の甘い香りを有する

Franeol、カンキツの香りを有する Linalool、

草様やカメムシ様など青臭いにおいを有する

cis-2-nonenal、trans,cis-2,6-nonadienal、

モモやココナッツミルクなどのラクトン系

香 気 を 有 す る gamma-decalactin 、

gamma-dodecalactine、汗のにおいを有する

2-methyl butanoic acid、金属・ガス臭のに

おいを有する香気成分（未同定）、並びに汗

のにおいを有する香気成分（未同定）、の９

成分を確定した。また、重要な品種特徴香気

成分は 23 成分を確定した。 

 以上の実験結果を基に標準品を用いて香

りを再現し、抽出液と比較・検証した結果、

とよのか、久留米 IH1 号及びペチカは香りの

印象や類似度が高く、再現が可能であること

が判明した。 
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